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厚生年金看護専門学校の概況について

財団法人厚生年金事業振興団

資料５
第７回専門家会議資料
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設置目的

厚生年金病院に勤務するに必要な

識見と技能を有する看護師を育成し

看護体制を確立させることを目的に

厚生年金病院に併設して設置



3

病院と看護専門学校（併設）

病床数

S37.  6

S20.11

S21.  2

S21.  6

S30.  3

S27.10

S27.10

開設 備考開校

H18.3閉校S34.  4

S33.  4

S33.  4

291床

306床

309床

242床

575床

565床

520床

湯布院厚生年金病院

玉造厚生年金病院

湯河原厚生年金病院

登別厚生年金病院

九州厚生年金看護専門学校九州厚生年金病院

大阪厚生年金看護専門学校大阪厚生年金病院

東京厚生年金看護専門学校東京厚生年金病院

看 護 専 門 学 校厚 生 年 金 病 院
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看護専門学校の定員等

５０，０００円
３６，０００円（１、２年次）

５０，０００円（３年次）

奨 学 金
（ 月 額 ）

３６０，０００円１５０，０００円
授 業 料

（ 年 額 ）

３００，０００円１２０，０００円入 学 金

１２０人（１学年 ４０人）

９人（内専任教員８人）８人（内専任教員７人）教 員 数

１２４人１２０人現 生 徒 数

１２０人（１学年 ４０人）学 生 定 員

大阪厚生年金看護専門学校東京厚生年金看護専門学校区 分

平成２０年４月１日現在
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収支状況

59,57950,04321,79337,03540,323補助金（病院）

47,36054,38627,42924,49421,856補助金（病院）

08,97217,953－－運営費補助金（府）

17,72817,80617,890－－運営費補助金（都）

33,04920,76410,2398,6198,535授業料収入

15,13812,98810,6449,5388,969授業料収入

11,35910,75147,80030,17733,157補助金（本部）

10,02910,13546,93533,36934,857補助金（本部）

00000収 支

132,030119,240127,122136,211139,690費 用 合 計

00037,05037,937経営委託費（国）

98,98298,476116,883127,593131,155事業外収入

132,030119,240127,122136,211139,690収 益 合 計

大
阪
看
護
専
門
学
校

00000収 支

130,946134,536138,337135,592133,401費 用 合 計

00037,05037,937経営委託費（国）

115,808121,548127,693126,055124,432事業外収入

130,946134,536138,337135,592133,401収 益 合 計

東
京
看
護
専
門
学
校

19年度18年度17年度16年度15年度区 分

（単位：千円）
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卒業生進路状況

就職率

２

１

2

2

3

０４２０86.7%５２６０20年3月

０４００93.2%６８7319年3月

1374356.9%6210918年3月

0314065.1%6910617年3月

232286.8%799116年3月

進 学その他
他医療
機 関

自治体国 立卒業者数卒業年月

※九州看護専門学校は平成18年3月に閉校

厚生年金事業振興団

（単位：人）
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卒業生進路状況
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その他
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厚生団

※九州看護専門学校は平成18年3月に閉校
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卒業生の厚生年金病院就職状況

0

0

0

1

0

044029155220年4月

032035286819年4月

0541129136218年4月

0151422266917年4月

0252527207916年4月

湯布院玉 造湯河原登 別九 州大 阪東 京合 計採用年月

※九州看護専門学校は平成18年3月に閉校

（単位：人）
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病院が看護学校を必要とする理由

安定した看護師の確保ができ、看護師不足を解消できる

専門病院における看護師の確保が難しいことから、依託
学生を受け入れている

計画的実習プログラムに基づき、3年間看護実習を自病
院で行うことにより、レベルの高い看護師を養成でき、卒
後教育に時間を要せず、即戦力として病棟等に配置でき
る

講師は厚生年金病院の医師等が担当にあたるため、謝
金等を抑制できる

運営に係る補助金及び建物・設備の整備費は、計画的
に病院から助成を受けることができる
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《 要 望 》

厚生年金看護専門学校は、厚生年金病院

の安定した質の高い看護師の確保に必要

不可欠


